


2 3

区民との協働と地域の
支え合いを推進する

く

ささ あ すいしん

みん きょうどう ち いき

1

福祉サービスを利用しやすい
環境をつくる

ふく

かんきょう

し り よう

2

ユニバーサルデザインに
配慮したまちづくりを進める
はいりょ すす

3

多様な人の社会参加に対する
理解を促進する

た

り かい そくしん

よう しゃかいひと さん か たい

4

権利擁護が必要な方への
支援体制を整備する

けん

し えんたいせい せい び

り ひつようよう ご かた

5

急速な少子高齢化などの影響により、地域の関係性が希薄化し、地域が抱える課題は多様化・複
雑化しています。地域生活課題に対応する施策等を総合的に進めるため、福祉のまちづくりと成年
後見制度の利用促進を地域福祉として一体的に展開する地域福祉計画を策定しています。

計画策定の目的
けいかくさくてい もくてき

計画の体系
けいかく たいけい

計画の位置づけ
けいかく い ち

この計画は、「第２次みどりの風吹くまちビジョン」に基づく個別計画であり、「社会福祉法」に
規定する地域福祉計画、「練馬区福祉のまちづくり推進条例」に規定する福祉のまちづくりの推進に
関する計画、「成年後見制度利用促進法」に規定する成年後見制度利用促進基本計画でもあります。

事業
番号

（１）町会・自治会の活性化 １
（２）民生・児童委員の活動支援、制度の周知 ２
（３）「つながるカレッジねりま」へのリニューアル ３
（４）ＮＰＯ法人（特定非営利活動法人）等の活動支援 ４
（１）練馬こどもカフェの充実【新規】 ５
（２）街かどケアカフェの充実【新規】 ６
（３）「相談情報ひろば」の充実 ７
（１）地域福祉コーディネーターによる地域福祉の基盤づくり ８
（２）地域おこしプロジェクトの充実【新規】 ９

〇 ボランティア活動等への支援　　　10　　〇 福祉のまちづくりサポーター育成事業の推進　12
〇 非営利地域福祉活動団体への支援　11

地域の福祉力を支える担い手を応援する１

2 区民との協働で気軽に立ち寄れる場をつくる

その他

（１）福祉・保健相談窓口を調整するコーディネーターの配置【新規】 13
（２）関係機関の連携強化【新規】 14
（３）福祉・保健相談窓口でのアウトリーチ支援の充実【新規】 15
（４）ひきこもり・8050問題への支援の充実【新規】 16
（５）生活困窮世帯の自立支援を推進 17
（６）住まい確保支援の実施【新規】 18
（１）福祉人材の確保・育成・定着の推進【新規】 19
（２）福祉サービス事業者への指導検査体制の強化等 20
（３）保健福祉サービス苦情調整委員制度の周知 21
（１）避難行動要支援者の安否確認体制の強化 22
（２）福祉避難所の拡充 23

〇 福祉サービス第三者評価の受審　24　　〇 災害ボランティアセンターの運営　25その他

その他

3 地域課題を自ら解決する力を引き出す

（１）駅のバリアフリー化の促進 26
（２）駅と周辺の主要な公共施設を結ぶ経路の整備 27
（１）より使いやすい区立施設・区立公園の整備 28
（２）誰もが利用しやすいスポーツ環境づくり 29
（１）民間建築物のバリアフリー改修の促進 30
（２）設計や施工に活かすユニバーサルデザイン技術の蓄積 31
（３）福祉のまちづくり推進条例施設整備マニュアルの改訂【新規】 32

〇 建築物のバリアフリー化　　　　　　　　33　　〇 放置自転車対策　35
〇 道路のバリアフリー化・無電柱化の推進　34

（１）多様な人との相互理解の促進 36
（２）ユニバーサルデザイン体験教室の拡充 37
（１）地図情報と連携したバリアフリー情報の発信 38
（２）イベント等におけるＩＣＴ（情報通信技術）の活用 39
（３）印刷物のユニバーサルデザインガイドラインの活用 40
（１）ユニバーサルデザイン推進ひろばの充実 41
（２）「まちを笑顔にするための第一歩」の推進 42
（３）やさしいまちの情報発信 43

〇 外国人のための日本語学習の支援　44
〇 外国人のための相談窓口の設置　　45
〇 様々な文化の相互理解を促進　　　46

〇 障害のある方への情報保障の推進　　　　　　　　　　　　　　47
〇 多様な人の社会参加に対する理解の普及啓発　　　　　　　　　48
〇 ねりま区報の発行（音声版、点字版および電子ブックの発行）　49

（１）制度利用促進の中核となる機関の設置【新規】 50
（２）地域で連携して支えるネットワークの構築 51
（３）成年後見制度の周知・啓発 52
（１）社協等による法人後見の実施【新規】 53
（２）市民後見人の養成と支援 54
（３）親族後見人等の支援 55
（１）地域福祉権利擁護事業等の実施 56
（２）生前の安否確認と死後の費用補償【新規】 57

〇 成年後見制度に関する講演会・勉強会　　　58　　〇 成年後見人等に対する報酬助成　60
〇 成年後見制度に関する専門相談・法律相談　59
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人や暮らしの多様性への「気
づき」を広げ、多様な意見を
取組に反映させる

共　感
かんきょう

区民等が、主体的に取り組み、
相互に尊重し、協力して福祉
のまちづくりを推進する

協　働
どうきょう

区民一人ひとりが尊厳を持ち、
安心して暮らせるよう、必要
な支援を行う

安　心
しんあん

基本理念
き ほん り ねん

目標
もくひょう

施策
し さく

取組項目
とりくみこうもく

包括的な支援を推進する1

質の高い福祉サービスを提供する2

災害時の要支援者対策を推進する3

鉄道駅や周辺のバリアフリーを充実させる1

公共施設のユニバーサルデザインを推進する2

誰もが安心して使える・気軽に行ける
身近な民間施設を増やす

3

学び合いで、個性を伸ばし、感性を育む1

利用しやすい情報や案内で安心・快適な
生活を支える

2

やさしいまちづくりの取組を広げる3

成年後見制度の利用を支援する1

法人後見や市民後見人等の活用を推進する2

権利擁護に関連する支援事業を充実する3

その他

その他
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地域に根差した区民の自発的な活動が、区内の至るところで活発に行われるよう、協働の取組を
推進します。

◆パワーアップカレッジねりまや練馬Ｅｎカレッジなど既存の
事業を再編します。福祉、防災、農、みどり、環境の５つの
学習分野を設け、町会・自治会やＮＰＯなどとのマッチング
を進めます。

取組項目１　地域の福祉力を支える担い手を応援する
とりくみこうもく ち いき ふく し りょく ささ にな て おうえん

施策１　区民との協働と地域の支え合いを推進する
し さく く みん きょうどう ち いき ささ あ すいしん

◆民間カフェと協働し、子どもが学び・遊ぶ機会や、保護者が
交流したりリラックスできる環境を提供する「練馬こどもカ
フェ」の実施店舗を拡大します。（気軽に入りやすい民間の
カフェを子育てスポットとして活用する取組です。）

取組項目２　区民との協働で気軽に立ち寄れる場をつくる
とりくみこうもく く みん きょうどう き がる た よ ば

◆区民の自由な発想から生まれたアイデアの具現化を支援する
地域おこしプロジェクトを実施しています。活動段階に応じ
て柔軟な支援ができる仕組みや専門家による経営相談など、
支援内容を充実します。

取組項目３　地域課題を自ら解決する力を引き出す
とりくみこうもく ち いき か だい みずか かいけつ ちから ひ だ

様々な悩みや課題を抱える世帯が、地域で安心して暮らせるよう、関係機関が連携して福祉サー
ビスを利用しやすい環境をつくります。

◆練馬総合福祉事務所の連携推進担当がコーディネーターとなり、生活サポートセンターとと
もに、各相談窓口の役割分担・サービス内容を調整し、最適な支援プランを作成します。コ
ーディネーターは進捗管理やモニタリングを行い、必要に応じて新たなプランを作成します。

取組項目１　包括的な支援を推進する
とりくみこうもく ほうかつてき えんし すいしん

◆区民が安心して福祉サービスを利用できるよう、従事者のスキルアップに向けた研修を実施
します。
◆業務効率化につながるＩＣＴ機器やシステ
ムの導入費用を一部助成するなど、各分野
の状況に応じた支援に取り組みます。

取組項目２　質の高い福祉サービスを提供する
とりくみこうもく しつ たか しふく ていきょう

施策２　福祉サービスを利用しやすい環境をつくる
し さく ふく し り よう かんきょう

カレッジの受講イメージ

保育園の先生と参加者の様子
（タリーズコーヒー大泉学園店）

ねりまワインプロジェクト
ぶどう収穫の様子 ◆災害時の支援活動を確実・迅速に行うため、災害時に自力で

避難することが難しい方（避難行動要支援者）の名簿を毎年
度更新し、地域ごとに日常的な見守りや名簿を活用した訓練
を実施します。

取組項目３　災害時の要支援者対策を推進する
とりくみこうもく さいがい じ よう し えんしゃたいさく すいしん

安否確認訓練の様子

介護記録
の入力

介護記録
の共有

記録の
自動転送

介護記録
の集約・管理

福
祉
・
保
健
相
談
窓
口

子ども・子育て
子ども家庭支援センター
学校教育支援センター
若者サポートステーション

高齢者介護など 地域包括支援センター

生活困窮 総合福祉事務所  生活サポートセンター

障害（身体・知的）総合福祉事務所  地域生活支援センターこども発達支援センター

障害（精神）
保健相談所  総合福祉事務所
地域生活支援センター
こども発達支援センター

練馬総合福祉事務所が
生活サポートセンターとともに
調整困難ケースをコーディネート

福祉・保健
相談窓口

アウトリーチ
の充実

調整困難
ケース 受付 調整 課題
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モニタ
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ダブルケア
８０５０問題　
　　　など

複合的な課題に対応する寄り添った支援体制のイメージ

ICT機器を使った記録業務の流れ（イメージ）

◎福祉・保健相談窓口を調整するコーディネーターの配置
ふく し ほ けんそうだんまどぐち ちょうせい はい ち

◎福祉人材の確保・育成・定着の推進
ふく し じんざい かく ほ いくせい ちゃくてい すいしん

◎避難行動要支援者の安否確認体制の強化
ひ なんこうどう しよう えんしゃ あん ぴ かくにん かきょうせいたい

◎練馬こどもカフェの充実
ねり ま じゅうじつ

◎地域おこしプロジェクトの充実
ち いき じゅうじつ

◎「つながるカレッジねりま」へのリニューアル
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区民や事業者と協力し、鉄道駅とその周辺施設とを結ぶ経路の整備、区立施設や区立公園および
民間建築物のバリアフリー化を進め、誰もが安心して出かけられる環境を広げます。

◆駅と主要な公共施設を結ぶアクセスルート（12か所）につ
いて、駅・道路・施設の連続性に配慮した整備を進めます。
さらに、多くの区民が利用する医療機関等のアクセスルート
指定に取り組みます。

取組項目１　鉄道駅や周辺のバリアフリーを充実させる
とりくみこうもく てつどうえき しゅうへん じゅうじつ

施策３　ユニバーサルデザインに配慮したまちづくりを進める
し さく はいりょ すす

◆年齢や障害の有無にかかわらず、誰もがスポーツを楽しめる
よう、大泉さくら運動公園に車椅子テニスに適応した庭球場
を新設、光が丘体育館は車椅子でも利用しやすいアリーナ床
へ更新します。

取組項目２　公共施設のユニバーサルデザインを推進する
とりくみこうもく こうきょう し せつ すいしん

◆店舗、診療所等のスロープや手すりの設置など改修費用の一部を助成します。施工業者の育
成と情報提供を行い、既存建築物のバリアフリー化を促進します。

取組項目３　誰もが安心して使える・気軽に行ける身近な民間施設を増やす
とりくみこうもく だれ あんしん つか き がる い み ぢか みんかん し せつ ふ

まち歩き点検の様子

競技者から意見を伺う様子

年齢や性別、障害の有無や国籍に関わりなく、誰もが安心して社会に参加できる環境を整えます。

◆子どもや高齢者、障害のある方、外国人など、様々な人がと
もに暮らせるよう、ねりまユニバーサルフェスを開催してい
ます。
◆ユニバーサルデザインに関する必要な知識や技術を学ぶこと
ができる講座を地域で開催します。

取組項目１　学び合いで、個性を伸ばし、感性を育む
とりくみこうもく まな あ はぐくせいかんのせいこ

施策４　多様な人の社会参加に対する理解を促進する
し さく た よう ひと しゃかいさん か たい り かい そくしん

◆練馬区バリアフリーマップ（あんしんおでかけマップ）
は区内施設のバリアフリー設備状況を、区ホームページ
で情報提供しています。掲載施設の拡充や多様なユーザ
ーにも発信できるよう、外国語版を導入します。

取組項目２　利用しやすい情報や案内で安心・快適な生活を支える
とりくみこうもく り よう じょうほう あんない あんしん かいてき せいかつ ささ

ねりまユニバーサルフェス
（みんなのUDパーク）の様子

バリアフリーマップ

段差解消のためのスロープイメージ

◆地域や団体等の「やさしいまちづくり」の活動が広く認知され、より多くの区民が社会に参
加するきっかけとなるよう、やさしいまちづくりの知識や情報を区報やホームページ等で広
く発信します。

取組項目３　やさしいまちづくりの取組を広げる
とりくみこうもく とりくみ ひろ

やさしいまちのイメージ

◎駅と周辺の主要な公共施設を結ぶ経路の整備
えき へん しゅ きょうしゅう よう こう し せつ むす けい ろ せい び

◎誰もが利用しやすいスポーツ環境づくり
だれ り きょうよう かん

◎民間建築物のバリアフリー改修の促進
みん ちく しゅうぶつかんけん かい そくしん

◎多様な人との相互理解の促進
た よう そうひと ご り かい そくしん

◎地図情報と連携したバリアフリー情報の発信
ち ず れんほうじょう けい じょうほう はっしん

◎やさしいまちの情報発信
じょうほうはっしん
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◆練馬区社会福祉協議会の権利擁護センター「ほっとサポートねりま」は、成年後見制度の利
用を進める「中核機関」として区民や関係者を支援し、地域のネットワークづくりを進め
ます。

取組項目１　成年後見制度の利用を支援する
とりくみこうもく せいねんこうけんせい り よう し えんど

◆練馬区社会福祉協議会において法人後見を実施します。
◆「ほっとサポートねりま」は、法人後見を行うNPO法人等の活動を支援します。

取組項目２　法人後見や市民後見人等の活用を推進する
とりくみこうもく ほうじんこうけん し こうけんにんとう すいしんかつようみん

◆成年後見制度の利用に至る前の支援策として、日常の金銭管理などを支援する「地域福祉権
利擁護事業（日常生活自立支援事業）」や「財産保全・手続き代行サービス」を実施します。

取組項目３　権利擁護に関連する支援事業を充実する
とりくみこうもく けん り よう ご かんれん し えん じ じつぎょう じゅう

認知症や障害のある方など、誰もが地域で安心して暮らし続けられるよう、権利擁護に関する制
度や事業を利用しやすい環境を整えます。

施策５　権利擁護が必要な方への支援体制を整備する
し さく けん り よう ご ひつよう かた し たいえん せい せい び

（用語）法人後見は、社会福祉法人やＮＰＯ法人等が成年後見人等として活動するもの。
　　　　市民後見人は、養成研修を受講して知識を身に付けた区民が成年後見人等として
　　　　活動するもの。

問い合わせ先
と あ さき

練馬区　福祉部　管理課
ねり ま く ふく し ぶ かん り か

【電　話】０３－３９９３－１１１１（代表）
【ＦＡＸ】０３－５９８４－１２１４
【メール】TIIKIFUKUSHI@city.nerima.tokyo.jp

でん だいひょうわ

◎制度利用促進の中核となる機関の設置
せい ようそくしん ちゅうかくど り き かん せっ ち

◎社協等による法人後見の実施
しゃ ほうじんこうきょう けんとう じっ し

◎地域福祉権利擁護事業等の実施
ち いき よう ご じ ぎょうとうふく し けん り じっ し


